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 応

援
し
ま
す

住
宅
の
耐
震
化

ừ
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診

断
Ử

対
市
内
の
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅

を
自
ら
が
所
有
し
居
住
し
て
い
る

方申
住
宅
の
建
築
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
ớ
建
築
確
認
通
知
書

等
Ờ
の
写
し
と
住
宅
の
図
面
の
写

し
を
持
ỳ
て
ỏ
直
接
住
宅
課
ớ
市

庁
舎
８
階
Ờ
へ
Ố

※
簡
易
耐
震
診
断
の
受
け
付
け

は
ỏ
１
月
　
日
ま
で
で
す
Ố
２
０

２９

１
６
年
度
の
受
付
開
始
は
４
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
Ố

ừ
木
造
住
宅
耐
震
助
成
に
つ
い
て
Ử

　
精
密
耐
震
診
断
ớ
簡
易
耐
震
診

断
を
終
え
た
方
Ờỏ
耐
震
設
計
ớ
精

密
診
断
を
終
え
た
方
Ờỏ
耐
震
改

修
工
事
ớ
耐
震
設
計
を
終
え
た

方
Ờỏ耐
震
シ
ỻ
ル
タ
ồ
等
設
置
の

受
け
付
け
は
ỏ
１
月
　
日
ま
で
で

１５

ご　

案　

内

す
Ố
２
０
１
６
年
度
受
付
開
始
は

４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
Ố

ừ
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会
Ử

対
市
内
の
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅

を
自
ら
が
所
有
し
居
住
し
て
い
る

方日
１
月
　
日
日
午
後
２
時
Ỗ
４
時

１７

場
市
民
協
働
お
う
え
ん
ル
ồ
ム

ớ
市
庁
舎
２
階
Ờ 

内
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診

断
と
耐
震
化
助
成
制
度
の
説
明
ỏ

個
別
相
談
ỏ
申
請
の
受
け
付
け

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

５０
申
電
話
で
住
宅
課
へ
Ố

◇

問
住
宅
課
辺
７
２
４
・
４
２
６
９

返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
６
１
０

９市
立
小
・
中
学
校

入
学
説
明
会
を
開
催

　
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

へ
ỏ
入
学
に
際
し
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
Ố

　
各
学
校
の
説
明
会
日
時
は
ỏ
町

田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
Ố
入
学
す
る
学
校
の

日
時
を
ご
確
認
の
う
え
ỏ
出
席
し

て
下
さ
い
Ố

　
ご
不
明
な
点
は
学
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
Ố

問
学
務
課
辺
７
２
４
・
２
１
７
６

返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７
９
９

６冬
号
を
発
行
し
ま
し
た
外
Ỗ
講
座

・
イ
ベ
ン
ト
情
報
誌

ủ
生
涯
学
習
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

　好
き
外
学
び
外
Ứ

　
市
内
や
近
隣
で
１
Ỗ
３
月
に
催

さ
れ
る
成
人
向
け
の
講
座
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
Ốủ
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
体
験
レ

ポ
ồ
ト
Ứ
で
は
ỏ
市
民
編
集
委
員

が
講
座
等
に
参
加
し
た
様
子
を
紹

介
し
て
い
ま
す
Ốủ
み
ん
な
の
学

ビ
バ
鎧
Ứ
で
は
ỏ
学
び
の
機
会
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
Ố

配
布
場
所
市
庁
舎
ỏ
各
市
民
セ
ン

タ
ồ
ỏ
各
市
立
図
書
館
等

※
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
Ố

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ồ
辺
７
２
８

・
０
０
７
１
返
７
２
８
・
０
０
７

３音
訳
版
ỏ
点
訳
版
ỏ
Ｓ
Ｐ
コ
ồ
ド

版
を
配
布
し
ま
す

障
が
い
者
サ
ồ
ビ
ス

ガ
イ
ド
ブ
ỽ
ク

　
障
が
い
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
や
障
が

い
に
関
す
る
制
度
等
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
る
ủ
障
が
い
者
サ
ồ
ビ

ス
ガ
イ
ド
ブ
ỽ
ク
２
０
１
５
ớ
改

訂
版
ỜỨ
の
音
訳
版
等
を
ỏ
１
月

　
日
火
か
ら
配
布
し
ま
す
Ố

１２　
希
望
す
る
方
は
ỏ
直
接
ỏ
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
障
が
い
福
祉
課

ớ
市
庁
舎
１
階
ỏ
辺
７
２
４
・
２

１
４
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３
Ờ
へ
ご
連
絡
下
さ
い

ớ
先
着
順
ỜỐ

鶴
見
川
流
域
水
マ
ス
タ
ồ
プ
ラ
ン

改
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
鶴
見
川
流
域
水
マ
ス
タ
ồ
プ
ラ

ン
は
ỏ
策
定
か
ら
　
年
以
上
が
経

１０

過
し
ỏ
策
定
後
に
生
じ
た
新
た
な

課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
ỏ
昨
年

　
月
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
Ố

１２

　
こ
れ
を
記
念
し
ỏ
昨
年
の
９
月

に
発
生
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
の

話
題
に
も
触
れ
な
が
ら
ỏ
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ỏ
今

後
を
展
望
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
Ố

※
鶴
見
川
流
域
水
協
議
会
ớ
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
ỏ
東
京

都
ỏ
神
奈
川
県
ỏ
町
田
市
ỏ
横
浜

市
ỏ
川
崎
市
ỏ
稲
城
市
Ờ
主
催
で

す
Ố

日
１
月
　
日
土
午
後
１
時
　
分
Ỗ

３０

３０

４
時
　
分
３０

場
横
浜
市
鶴
見
公
会
堂

定
３
０
０
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

申
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名

ớ
ふ
り
が
な
Ờ・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
ớ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
の

場
合
Ờ
を
明
記
し
ỏ
１
月
　
日
正

２９

午
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ồ

ル
で
ớ
株
Ờ
ニ
デ
ア
ớ
返
０
４
５

・
２
７
１
・
３
８
４
４
遍nidea

     

@
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           p  Ờ
へ
Ố

※
詳
細
は
京
浜
河
川
事
務
所
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
Ố

問
ớ
株
Ờ
ニ
デ
ア
ớ
水
マ
ス
改
定

記
念
シ
ン
ポ
受
付
窓
口
Ờ
辺
０
４

５
・
２
７
１
・
１
４
９
４
ớ
受
付

時
間
ử
月
Ỗ
金
曜
日
ờ
祝
休
日
を

除
く
Ở
の
午
前
　
時
Ỗ
午
後
５

１０

時
Ờỏ
町
田
市
下
水
道
総
務
課
辺

７
２
４
・
４
２
９
０
返
０
５
０
・

３
１
６
１
・
６
４
４
８

子
育
て
中
の
方
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習

　
早
期
再
就
職
を
目
指
し
て
い
る

方
を
対
象
と
し
た
託
児
付
き
の
講

習
で
す
Ố

対
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
マ
ザ
ồ
ズ
コ
ồ

ナ
ồ
に
登
録
し
て
い
る
ỏ
全
回
参

加
で
き
る
方

日
１
月
　
日
火
ỏ　
日
水
ỏ　
日

２６

２７

２８

木
ỏ
い
ず
れ
も
午
前
９
時
　
分
Ỗ

３０

午
後
４
時
ỏ
全
３
回

場
町
田
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム

内
就
職
活
動
に
必
要
な
職
務
経
歴

書
を
パ
ソ
コ
ン
ớ
ワ
ồ
ド
・
エ
ク

セ
ル
Ờ
で
作
成

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

２０
申
直
接
各
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
マ
ザ
ồ

ズ
コ
ồ
ナ
ồ
へ
Ố
保
育
希
望
者

ớ
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
ỏ
申
し

込
み
順
に
　
人
Ờ
は
併
せ
て
申
し

１０

込
み
を
Ố 

問
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
町
田
マ
ザ
ồ
ズ

コ
ồ
ナ
ồ
辺
７
３
２
・
８
５
６

３
ỏ
町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ồ
辺
７
２
３
・
２
９
０
８
返
７

２
３
・
２
９
４
６

　ớ
独
Ờ 
国
際
協
力
機
構
ớ
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ờ ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
の
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
派
遣
が
決
ま
ỳ

た
ỏ
市
内
在
住
の
髙
尾
翼
さ
ん

が
ỏ
出
発
の
報
告
の
た
め
　
月
　

１２

１８

日
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
Ố　

　
髙
尾
さ
ん
は
ỏ
ラ
オ
ス
の
シ
ỻ

ン
ク
ア
ン
県
で
開
催
さ
れ
る
国
体

に
備
え
ỏ
サ
ỽ
カ
ồ
の
県
代
表
チ

ồ
ム
の
選
手
選
抜
・
強
化
や
ỏ
普

及
活
動
を
行
う
た
め
ỏ
２
０
１
８

年
１
月
ま
で
派
遣
さ
れ
ま
す
Ố

　
日
本
を
代
表
し
て
ỏ
現
地
の
方

と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
サ
ỽ
カ

ồ
の
普
及
の
た
め
に
頑
張
り
た
い

と
ỏ意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
Ố

問
秘
書
課
辺
７
２
４
・
２
１
０
０

返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
３
１
０

８

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
曳

栄
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

ừ
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
・
た
い

肥
化
容
器
購
入
費
補
助
制
度
Ử

　
家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
約
半
分
が
ỏ
生
ご
み
で
す
Ố

　
計
画
的
な
買
い
物
や
ỏ
食
材
を

使
い
切
る
ỏ
食
べ
残
し
を
し
な
い

等
の
工
夫
に
よ
り
生
ご
み
は
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
水

分
を
切
る
こ
と
で
ỏ
悪
臭
を
抑

え
ỏ
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
Ố
　
ま
た
ỏ
生
ご
み
処
理
機
等
を
利

用
す
る
と
ỏ
い
つ
で
も
処
理
で
き

る
た
め
ỏ
台
所
を
清
潔
に
保
ち
ỏ

た
い
肥
と
し
て
ỏ
家
庭
菜
園
等
に

活
用
で
き
ま
す
Ố

　
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ỏ
ご
利

用
下
さ
い
Ố

申
生
ご
み
処
理
機
購
入
後
に
申
請

書
ỏ請
求
書
ỏ領
収
書
の
写
しớ
購

入
者
氏
名
・
メ
ồ
カ
ồ
・
型
式
・

基
数
・
本
体
価
格
・
購
入
店
名
・

購
入
年
月
日
を
明
記
し
た
も

の
Ờỏ
保
証
書
の
写
し
を
ỏ
直
接

ま
た
は
郵
送
で
３
Ｒ
推
進
課
ớ
〒

　
Ổ
０
２
０
２
ỏ
下
小
山
田
町
３

１９４

１
６
０
Ờ
へ
Ố

※
申
請
書
・
請
求
書
な
ど
は
環
境

政
策
課
ớ
市
庁
舎
７
階
Ờỏ
各
市

民
セ
ン
タ
ồ
等
で
配
布
し
て
い
ま

す
ớ
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ồ
ド
も
可
ỜỐ

ừ
大
型
生
ご
み
処
理
機
無
料
貸
し

出
し
制
度
Ử

　
市
内
在
住
の
　
世
帯
以
上
で
構

１０

成
さ
れ
る
団
体
に
対
し
て
ỏ
大
型

生
ご
み
処
理
機
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
Ố
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
Ố

ご
家
庭
で
生
ご
み
の
減
量
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
家
庭
で
生
ご
み
の
減
量
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

オール東京特別徴収推進宣言

平成 29年度から平成 29年度から
個人住民税の個人住民税の

特別徴収を徹底します特別徴収を徹底します 個人住民税PR
キャラクター
ぜいきりん

事業主
の方へ
事業主
の方へ

　従業員の個人住民税は、事業主が従業員に代わり、毎月
給与から個人住民税を差し引いて納入する「特別徴収」が原
則となっています。
　東京都及び都内全62区市町村では、平成29年度から、
すべての事業主の方に、原則特別徴収で納めていただくこ
とを徹底しますので、給料から差し引く事務処理ができる
ようご準備をお願いします。
※従業員が常時10人未満の場合は、従業員がお住まいの区
市町村に申請書を提出し承認を受けることで、年12回の納
期を年2回にすることができる「納期の特例」があります。
【特別徴収のメリット】
〇事業主の方
　税額の計算は市で行いますので、所得税のように税額の
計算や年末調整をする手間がかかりません。
〇従業員の方
　普通徴収（個人納付）の納期が原則年4回なのに対し、特
別徴収は年12回のため、1回あたりの負担が少なく、毎月
の給与から差し引くため、納め忘れがありません。
問市民税課辺724・2114、2117返050・3085・6084

青
年
海
外
協
力
隊

ラ
オ
ス
へ
出
発
し
ま
し
た

ラ
オ
ス
へ
出
発
し
ま
し
た

髙尾翼さん

補助の概要
市内在住で、生ごみ処理機等を購入し
た日から、6か月以内に申請した方

補助の対
象者

本体購入価格の4分の3（上限：2万円）補助金額
○生ごみ処理機（手動式・電動式）＝1
世帯あたり1基まで
○たい肥化容器＝1世帯あたり2基ま
で（EMバケツ・ミラコンポは4基まで）
※新品で、販売店から購入したものに
限ります。

補助対象
の機器と
数量

 「生ごみ処理機」と「たい肥化容器」では何
が違うの？

 生ごみを処理する方法が異なります。
・生ごみ処理機…微生物による分解や乾

燥等で、生ごみを処理する機械です。手動式
と電動式があり、比較的短い期間でたい肥化
ができます。
・たい肥化容器…土中の微生物等の働きで、
生ごみを自然発酵・分解します。自然の働き
を利用するため、電気を使いませんが、たい
肥になるまで時間がかかります。
 機器はいくらぐらいするの？
 ・生ごみ処理機（電動式）…約2～8万円

・生ごみ処理機（手動式）…約1～2万円
・たい肥化容器…3000～9000円
 どこで購入できるの？
 生ごみ処理機は、家電販売店で購入できる
ことが多いです。たい肥化容器は、ホームセ

ンターや園芸関連のお店等で購入できます。
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疑問にお答えします
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